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健康経営とは？
• 従業員の健康保持・増進の取組が、
将来的に収益性等を高める投資であるとの考えの下、
健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践すること。
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健康経営銘柄
健康経営優良法人

(大規模法人部門(ホワイト500))

健康経営優良法人
(大規模法人部門)

健康経営度調査
回答法人

大企業・大規模法人
（1万法人以上）

上位500法人

大企業 等

健康経営優良法人
(中小規模法人部門(ブライト500))

健康経営優良法人
(中小規模法人部門)

健康宣言に取り組む
法人・事業所

中小企業・中小規模法人
（300万法人以上）

ネクストブライト1000
上位501～1500法人

中小企業 等

上位500法人

⚫ 健康経営に係る各種顕彰制度を通じて、優良な健康経営に取り組む法人を「見える化」し、社
会的な評価を受けることができる環境を整備。

⚫ 2014年度から上場企業を対象に「健康経営銘柄」を選定。また、2016年度からは「健康経営優
良法人認定制度」を推進。大規模法人部門の上位層には「ホワイト500」、中小規模法人部門
の上位層には「ブライト500」及び「ネクストブライト1000」の冠を付加している。

健康経営の推進（顕彰制度）
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健康経営優良法人2026認定スケジュール

「健康経営銘柄2026」及び「健康経営優良法人2026」に係るスケジュールは、以下のとおり。
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（出典）ACTION!健康経営/健康経営優良法人2026
https://kenko-keiei.jp/application/?tab=hertOT

https://kenko-keiei.jp/application/?tab=hertOT


健康経営優良法人2026・健康経営銘柄2026 申請フロー
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（出典）ACTION!健康経営/健康経営優良法人2026
https://kenko-keiei.jp/application/?tab=hertOT

https://kenko-keiei.jp/application/?tab=hertOT
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（出典）ACTION!健康経営/健康経営優良法人2026
https://kenko-keiei.jp/wp-content/themes/kenko_keiei_cms/files/r7chu_ninteiyoken.pdf

※赤字は昨年度からの変更点

https://kenko-keiei.jp/wp-content/themes/kenko_keiei_cms/files/r7chu_ninteiyoken.pdf
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介護等の地域課題への対応

⚫ 高齢化に伴い、ビジネスケアラー（仕事をしながら家族等の介護に従事する者）の数は
増加傾向にあり、仕事と介護の両立困難が企業活動に与える影響は年々増す見込み。

⚫ 介護両立支援を進めるための課題としては、①介護保険外サービスに十分リーチできて
いない、②企業における従業員情報の把握に格差がある、③社会全体として介護に
関するリテラシーが低い などが挙げられます。

＜経済産業省として取り組んでいくこと＞
①介護需要の

多様な受け皿整備

◆ 既存の主体＋民間企業が
提供するサービスの充実
＝介護保険外サービス振興

②企業における
両立支援の充実

◆ 企業経営として
「仕事と介護の両立」の
プライオリティを高める

③介護に対する社会機運醸成

◆ 職場に限らず、「介護」という話題の露出がそもそも限定的
＝社会の中で、より多様な主体が積極的に発言・対話していく必要性

介護者と被介護者を
一体的な問題として捉える

介護

働く家族介護者高齢者

ケアラーの
負担軽減

自立支援 両立支援

社会機運醸成



＜ガイドライン作成の狙い＞
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介護等の地域課題への対応

⚫ 仕事と介護の両立困難の発生に伴う諸課題への対応として、より幅広い企業が両立支
援に取り組むことを促していくことが必要。
→企業経営における仕事と介護の両立支援が必要となる背景・意義や両立支援の進め
方などをまとめた、企業経営層向けのガイドラインを公表。
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